
ふじみ野市議会だより第 38 号〔H27.8.1 発行〕 89 ふじみ野市議会だより第 38 号〔2015 年６月定例会〕

一 般 質 問 一 般 質 問

清
見
第
１
公
園
（
交
通

公
園
）
に
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
幼
児
用
ト
イ
レ
、

多
目
的
ト
イ
レ
を
新
た
に
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

今
年
度
多
目
的
ト
イ
レ

へ
の
改
修
を
行
う
。
幼
児
用

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は

多
目
的
ト
イ
レ
内
に
お
い

て
、
兼
用
便
座
に
す
る
な
ど

の
検
討
を
し
て
い
く
。

交
通
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
明
る
く
楽
し
い
公

園
に
し
て
は
。

ト
イ
レ
同
様
、
設
置
か

ら
長
い
年
月
が
経
過
し
、
劣

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
路
面
標
識
の
塗

り
直
し
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
検
討
し
て
い
く
。

西
中
央
公
園
に
健
康
遊

具
の
設
置
を
。

市
で
は
今
年
の
１
月
に

「
元
気
・
健
康
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
元
気
・
健
康
に
よ

る
好
循
環
の
ま

ち
を
目
指
し
て

い
る
。
高
齢
者

が
気
軽
に
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た

り
筋
肉
を
鍛
え

た
り
で
き
る
こ

と
か
ら
も
、
市

民
の
健
康
増
進

に
役
立
つ
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
公
園
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画
す
る

際
に
検
討
を
行
う
。

み
ん
な
の
た
め
の
公
園
整
備
を

川
畑
京
子
議
員

関
越
自
動
車
道
東
西
地

区
の
雨
水
対
策
は
。

砂
川
堀
１
号
、
２
号
雨

水
幹
線
の
負
荷
軽
減
、
事
業

費
縮
減
の
た
め
、
大
井
西
中

学
校
付
近
を
は
じ
め
、
３
ヵ

所
の
雨
水
調
整
池
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。

ほ
か
に
調
整
池
の
計
画

場
所
は
。

平
成
31
年
度
ま
で
に
関

越
自
動
車
道
西
側
地
区
に

２
ヵ
所
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
。川

越
江
川
都
市
下
水
路

に
、
区
域
外
流
入
し
て
い
る

幹
線
は
。

砂
川
堀
１
号
、
２
号
幹

線
分
が
流
入
。
調
整
池
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
下
流
の
元

期
日
前
投
票
所
を
駅
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

人
の
集
ま
る
場
所
に
増
設
す

る
と
投
票
率
の
大
き
な
向
上

が
見
込
ま
れ
る
。
他
市
で
は

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る

が
、
本
市
の
今
後
の
予
定
は
。

投
票
率
向
上
対
策
と
し

て
有
効
で
あ
り
、
先
進
市
の

調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

図
書
館
の
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
を

佐
賀
県
武
雄
市
の
図
書

館
な
ど
で
成
功
し
て
い
る
収

益
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
収

益
を
運
営
に
充
て
る
手
法
に

よ
り
更
な
る
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
。

喫
茶
「
歩
歩
」
の

営
業
終
了
後
か
ら
の
カ

フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
に
よ
る

収
入
、
託
児
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
収
入
を
図
書
の

購
入
な
ど
に
充
て
る
こ

と
を
検
討
中
で
あ
る
。

な
お
、
開
館
時
間
は
夜

８
時
ま
で
延
長
と
な
る
。

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き

る
場
所
の
確
保
を

ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る

場
所
が
少
な
い
と
の
声
を
よ

く
聞
く
が
、
公
園
内
の
仕
切

り
の
設
置
、
学
校
の
校
庭
開

放
、
調
整
池
の
活
用
等
に
よ

り
対
応
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
た
ち
の
ボ
ー
ル

遊
び
の
場
所
の
確
保
は
、
都

市
の
抱
え
る
困
難
な
課
題
だ

が
、
関
係
各
課
と
連
携
し
て

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
岡
地
域
へ
の
流
入
量
が
減

少
す
る
。

資
料
館
の
あ
り
方

上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料

館
・
大
井
郷
土
資
料
館
の
活

動
状
況
は
。

事
業
と
し
て
小
学
生
の

社
会
科
体
験
学
習
や
企
画
展

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

今
後
の
資
料
館
の
運
営

に
新
た
な
考
え
は
。

資
料
の
収
集
・
保
存
・

展
示
と
い
う
待
ち
の
姿
勢
か

ら
、
他
の
施
設
等
を
利
用
し

た
攻
め
の
姿
勢
に
転
じ
て
、

施
策
の
展
開
を
行
う
こ
と
も

検
討
す
る
。

下
福
岡
地
域
に
簡
易

な
橋
を

新
伊
佐
島
橋
へ
の
道
路

開
通
に
伴
う
橋
の
隅
切
り
を
。

工
期
の
関
係
で
難
し
い
。

旧
福
岡
高
校
と
運
動
公

園
の
間
に
橋
の
新
設
を
。

橋
の
新
設
は
難
し
い

が
、
旧
福
岡
高
校
跡
地
の
利

用
と
あ
わ
せ
て
研
究
し
て
い

く
。

公
共
交
通
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
に
つ
い
て
無
作

為
抽
出
方
法
と
さ
れ
て
い
る

が
、
調
査
対
象
の
選
定
で
考

慮
し
た
点
は
何
か
。

65
歳
以
上
の
方
が
含
ま

れ
る
世
帯
を
対
象
と
し
た
。

緑
の
保
全
管
理
と
創
出

街
路
樹
や
公
園
樹
木
等

の
保
全
管
理
と
近
隣
住
民
へ

の
対
応
は
。

緑
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
定
期

的
な
剪
定
作
業
を
行
い
、
適

切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

緑

※

被
率
ア
ッ
プ
に
向
け

て
強
化
す
べ
き
取
り
組
み
は

何
か
。市

街
地
の
緑
を
増
や

し
、
郊
外
部
で
の
緑
を
保
全

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
市

街
地
に
つ
い
て
は
、
民
間
開

発
な
ど
に
お
け
る
緑
化
推
進

を
指
導
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
支
援

中
学
校
卒
業
後
の
実
態

把
握
は
。

現
在
、
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
中
学
校
と

高
校
の
情
報
交
換
等
、
連
携

が
で
き
る
よ
う
な
組
織
体
制

の
整
備
を
検
討
す
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
の
学
習
支
援
や
民
間
支

援
団
体
な
ど
、
横
と
の
連
携

は
。

教
育
委
員
会
を
は
じ
め

教
育
現
場
や
地
域
の
支
援
団

体
、
施
設
等
と
幅
広
い
連
携

が
必
要
で
あ
り
、
現
在
調
整

を
進
め
て
い
る
。

投
票
率
を
向
上
さ
せ

市
民
の
声
を
市
政
に

渡
辺　
大
議
員

労
働
行
政
の
拡
充
を

床
井
紀
範
議
員

※緑被率　樹林・草地、農地、園地など、緑で覆われる土地の面
積の割合で、自然度を表す指標の１つ。

関
越
自
動
車
道
東
西
地
区
の

雨
水
対
策

大
築　
守
議
員

地
域
公
共
交
通
政
策

谷　
新
一
議
員

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
具
体
的
な
開
設
時
期
や

場
所
は
。

年
度
内
に
、
本
庁
舎
増

築
棟
２
階
に
開
設
す
る
。

マ
ミ
ー
マ
ー
ト
建
設
地

周
辺
の
交
通
安
全
対
策

マ
ミ
ー
マ
ー
ト
建
設
地

周
辺
の
鶴
ケ
舞
一
・
二
丁
目

や
福
岡
武
蔵
野
の
交
通
安
全

対
策
の
方
針
は
。

路
側
線
を
整
備
し
た
ほ

か
、
事
業
者
に
交
通
安
全
対

策
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

元
福
岡
地
域
の　
　
　

雨
水
対
策
の
推
進
を

新
河
岸
川
下
流
部
の
改

修
事
業
の
見
通
し
は
。

改
修
事
業
は
平
成
48
年

度
を
目
途
に
整
備
を
行
う
。

サ
ン
ロ
ー
ド
の　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

上
福
岡
駅
東
口
サ
ン

ロ
ー
ド
の
ベ
ン
チ
が
古
く

な
っ
て
い
る
。
ベ
ン
チ
の
再

整
備
や
日
よ
け
の
設
置
は
。

地
元
商
店
会
か
ら
ベ
ン

チ
設
置
に
対
す
る
補
助
金
の

要
望
が
あ
る
の
で
、
市
と
し

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。
日

よ
け
の
設
置
は
難
し
い
。

福
岡
中
央
公
園
の
整
備

雨
が
降
る
と
、
福
岡
中

央
公
園
は
ぬ
か
る
み
が
ひ
ど

い
場
所
が
あ
る
。
園
内
通
路

の
整
備
が
必
要
で
は
。

市
道
と
同
等
に
は
扱
え

な
い
が
、
可
能
な
範
囲
で
対

応
し
た
い
。

公
園
内
の
出
入
り
口
は

段
差
が
あ
り
、
車
い
す
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
が
入
り
づ
ら
い
。

改
善
を
。

今
後
、
出
入
り
口
の
段

差
の
解
消
を
検
討
す
る
。

自
衛
隊
機
に
関
す
る
情

報
提
供
と
、
市
民
へ
の
十
分

な
説
明
責
任
を
。

飛
行
訓
練
と
し
て
入
間

飛
行
場
を
中
心
に
飛
行
す
る

と
き
、
本
市
上
空
を
通
過
す

る
こ
と
は
あ
る
。
家
屋
等
の

密
集
地
域
の
上
空
で
、
最
も

高
い
障
害
物
の
上
端
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
度
が

最
低
安
全
高
度
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
特
に
規
定
外
の
低

空
飛
行
を
行
っ
た
経
緯
は
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　今
後
も
入
間
基
地
と
連
絡

を
密
に
し
、
市
民
の
不
安
解

消
に
取
り
組
む
。

Ｃ
Ｖ
—
22
オ
ス
プ
レ
イ

に
関
す
る
情
報
提
供
と
市
民

へ
の
十
分
な
説
明
責
任
を
。

横
田
飛
行
場
へ
の
配
備

計
画
は
、
平
成
29
年
後
半
ま

で
に
３
機
、
平
成
33
年
ま
で

に
は
合
計
10
機
と
な
っ
て
い

る
。　横

田
飛
行
場
周
辺
で
の

飛
行
訓
練
は
、
既
存
の
飛
行

経
路
を
飛
行
す
る
と
し
た
場

合
、
本
市
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
実
際
の
飛
行
経
路
は
運

用
に
係
る
こ
と
で
あ
り
、
不

明
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　今
後
も
引
き
続
き
、
埼
玉

県
基
地
対
策
協
議
会
等
を
通

じ
て
要
望
活
動
や
情
報
収
集

を
行
い
、
住
民
へ
の
不
安
の

解
消
や
、
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
努
め
る
。

本
市
上
空
の

自
衛
隊
機
飛
来
問
題

新
井
光
男
議
員

清見第１公園のトイレ

武雄市図書館

雨の福岡中央公園




